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1. はじめに 

情報社会の発展に伴うインターネットの普及により，人
間は容易にニュース記事などの時事情報を得ることが可能
になった．しかし時事情報は短時間で大量に更新され，イ
ンターネット上に無数に存在するため，ユーザが自身の求
めている有益な時事情報を即座に入手することは困難であ
る．これに対し，ユーザ自身に関する個人情報，ユーザの
好き嫌いを示す嗜好情報，そして一般的重要性を利用して，
コンピュータがユーザにとって有益と考えられる時事情報
を提供するシステム[1]が存在する．一般的重要性は，時事
情報自体の重要性の高さと，ユーザと同じ性別・年代の嗜
好から考慮される．しかしこのシステムには個人情報を十
分に生かせていない問題点がある．本研究ではこの問題点
を改善し，ユーザへより有益な時事情報を提供するシステ
ムの実現を目指した． 

2. 関連技術 

2.1 概念ベース 

概念ベース[2]とは，複数の国語辞書や新聞などから機械
的に構築した語(概念)とその意味・特徴を表す語(属性)，
属性の重みの集合からなる知識ベースである．概念ベース
には，約 9 万語の概念が収録されている．なお，本稿では
概念ベースに登録されていない語を未定義語と呼ぶ． 

2.2 関連度計算方式 

関連度計算方式[3]とは，概念 A と概念 B の関係の深さを
定量的に表す方法である．それぞれの概念が持っている属
性と重みによって関連度計算は行われ，意味の近さは関連
度という数値で表すことができる．関連度は 0～1 の連続
的な実数で表され，関連度の値が高いものが意味の近い語
となる． 

2.3 オートフィードバック(AF) 

オートフィードバック[4]は概念ベースに定義されていな
い未定義語の属性とその重要度をあらわす重みの組を，
Webを用いて獲得する手法である．  

2.4 TF・IDF 

TF・IDF[5]とは，語の頻度と網羅性に基づいた重み付け
手法である．TF はある文書中 d に出現する語 t(文書の内
容を構成する要素)の頻度を表す尺度であり，式(1)で定義
される．ただし，文書 d における単語の総数を W，索引語
t の出現回数を n とする．IDF はある語が全文書中のどれ
くらいの文書に出現するか(特定性)を表す尺度であり，式
(2)で定義される．なお，N は検索対象となる文書集合中の

全文書数，df(t)は語 t が出現する文書数である． 
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3. システムの概要 

本システムでは，Web 上から取得した時事情報とユーザ
が予め登録したユーザ情報を入力とし，ユーザ情報と一般
的重要性の 2 つの観点において付与された点数の順に時事
情報を並べ替えて出力する．システムの流れを図 1 に示す． 

図 1 システムの流れ 

3.1 Webからの時事情報の取得と概念化 

 「朝日新聞デジタル[6]」「YOMIURI ONLINE[7]」「毎
日新聞[8]」の 3 社のニュースを利用して時事情報の収集を
行う． 

 まず，各ニュースサイトから記事の見出しと本文を取得
し，その後見出しを概念，本文に存在する自立語を属性と
して概念化を行う．属性の重みには TF・IDF 値を用いる．
図 2に概念化の例を示す． 

見出し:記念Ｓｕｉｃａで大混雑、販売停止　東京駅１００年
本文:ＪＲ東京駅で２０日朝、開業１００周年記念の「Ｓｕｉ
ｃａ（スイカ）」が (中略) 安全面から販売を中止 

記事内容

概念:記念Ｓｕｉｃａで大混雑、販売停止　東京駅１００年
属性:販売(7.9702)，Ｓｕｉｃａ(6.6998)， 

概念化結果

 

図 2 時事情報の概念化の例 

3.2 ユーザ情報による時事情報の点数付け 

 予めユーザにユーザ情報を登録してもらい，どの時事情
報に対してユーザが興味を持つのかの判断を行う．ユーザ
情報の内容は大きく分けて個人情報と嗜好情報に分かれて
おり，各項目に語を入力する．嗜好情報には好きなもの・
嫌いなものをそれぞれ入力する．項目の一覧を表 1 に示す． 

 

†同志社大学大学院理工学部研究科 

Graduate School of Science and Engineering, Doshisha 

University 

‡同志社大学理工学部 

Faculty of Science and Engineering, Doshisha University 

 

一般的 

時事情報の取得 

及び概念化(3.1 節) 

旬感 ランキングの 取得 

性別 ・ 年代別 の 嗜好 
の 取得 ( 概念化 ) 

頻出度 
の 算出 

性別 ・ 年代別 の 嗜好 
を 考慮 した 点数付 け 

ユーザ情報の取得 

ユーザ情報の概念化 

表記一致 を 利用 
した 並 べ 替 え 

ユーザ情報を考慮した 
関連度 による 点数付 け 

一般的重要性 
による 点数付 け 

総合的な点数による 

同表記一致割合に 

おける並び替え(3.4 節) 

出力(3.4 節) 

一般的重要性による 

時事情報の点数付け(3.3 節) 

ユーザ情報による 

時事情報の点数付け(3.2 節) 

FIT2015（第 14 回情報科学技術フォーラム）

Copyright © 2015 by Information Processing Society of Japan and
The Institute of Electronics, Information and Communication Engineers
All rights reserved.

 75

D-007

第2分冊



表 1 ユーザ情報の項目の一覧 

ユーザ情報 

個人情報 嗜好情報(好きなもの，嫌いなもの) 

名前 勤務先 食べ物 色 スポーツ 

学校名 出身地 飲み物 昆虫 動物 

現住所 国籍 季節 花 国 

取得資格 免許 アーティスト キャラクター 

職業 趣味 教科 作家 

特技 ペット 映画 本 

今気になる話題 その他  

3.2.1 表記一致による時事情報の並び替え 

表記一致により，個人情報に登録された語のうち，いく
つ記事内に出現するかの割合を求めた後，その割合の順に
時事情報を並べ替える．この時点では，同順位，すなわち
同じ割合となっている時事情報が複数存在することになる
ため，3.2.2 項の関連度を用いたユーザ情報の点数付け及
び 3.3 節の一般的重要性による点数付けによって同順位内
の並び替えを行う． 

3.2.2 関連度によるユーザ情報を考慮した点数付け 

 個人情報及び嗜好情報について，登録内容の語を属性と
してそれぞれ概念化する．嗜好情報については好きなも
の・嫌いなものについてそれぞれ概念化を行う．これらと
概念化した時事情報との関連度により時事情報への点数付
けを行う．個人情報と好きなものの関連度の合計から嫌い
なものの関連度の合計を引いた値を個人情報の点数とする． 

3.3 一般的重要性による時事情報の点数付け 

 時事情報の頻出度合，及び性別・年代別の嗜好を考慮す
ることで，一般的重要性による時事情報の点数付けを行う．
次に示す頻出度による点数，性別・年代別の嗜好による点
数を掛け合わせた値を一般的重要性による点数とする．  

3.3.1 頻出度による点数付け 

 頻繁に報道される時事情報ほど，一般的重要性が高いと
考えられる．その日の記事の全見出しに出現する名詞を取
得し，各名詞の出現頻度によって点数を付ける． 

3.3.2 性別・年代別の嗜好による点数付け 

 旬感ランキング[9]を利用して性別・年代別の嗜好情報を
取得し，時事情報との関連性を調べることで時事情報の点
数付けを行う．旬感ランキングとは，BIGLOBE が提供す
る検索エンジンによって検索された語を集計し，男女別で
10 代~50 代の急上昇ワード上位 20 位までをランキング形
式にまとめたものである．本研究では，過去一週間分の急
上昇ワードをその性別・年代の嗜好情報を示すキーワード
として取得する．そして，キーワードから嗜好情報を取得
する．例を図 3に示す．  

図 3 性別・年代別の嗜好情報取得の例 

 まず取得したキーワードを集計し，出現回数の多いキー
ワードを属性に持つキーワード概念を作成する．また，取
得したキーワード全てに AF を行い，得られた属性を集計
する．出現回数の多かった属性上位 20 語を新たな概念の
属性に用い，その性別・年代が興味を持っているジャンル
の概念を作成する．時事情報とキーワード，時事情報とジ

ャンルの関連度をそれぞれ求め両方の合計を点数とする． 

3.4 結果出力 

 3.2.1 項において時事情報を表記一致の割合の順に並び
替えた後，同じ表記一致の割合の記事群の中で関連度によ
る個人情報の点数と一般的重要性による点数の合計の順に
並べ替える．その後，順位の高い順に時事情報(記事の見
出し)を出力する． 

4. 精度評価 

本システムの出力について評価を行った．評価実験には
3日分の時事情報(1日当たり約 150件)と，各日 1週間分の
旬感ランキングを使用した．被験者は予め全ての記事の見
出しを見て，どの時事情報が本人にとって興味を惹かれる
ものであるかの判断を行っている．被験者が興味ありと記
入した時事情報がシステムの出力の上位(興味ありと記入
した時事情報の数と同じ順位まで)にどれだけ存在するか
の割合で評価を行った．本研究・既存システムについて，
全ての評価日・被験者における結果の平均を表 2に示す． 

表 2 全体の平均精度の比較 

 本研究 既存システム 

平均精度 26.9% 22.3% 

5. 考察 

3.2 節に示した個人情報を重視した時事情報の並べ替え
によって，平均精度が大きく上がった被験者とほとんど上
がらなかった被験者が存在した．これは，ユーザや時事情
報によって，ユーザが時事情報の入手においてどの要素を
重視するかが変わってくるためと考えられる．したがって，
ユーザによって点数付けの配分を変えることや時事情報や
急上昇ワードの情報源の改善が必要になると考えられる． 

6. まとめ 

本研究では個人情報に重点を置いた時事情報の並べ替え
処理の改善を行うことによって，ユーザに合った時事情報
を提供する方法を提案した．結果として，既存手法と比較
して約 4.6%精度が向上した． 
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キーワード AF結果(属性)
ＬＩＮＥ スタンプ，通話，…
パズドラ パズル，攻略，…
プロ野球 野球，プロ，…
… …

順位 属性 重複回数
1 動画 71
2 ゲーム 46
3 アニメ 33

… … …

キーワード 重複回数
パズドラ 3
年賀状 3
モンモー牧場 2
… …

ジャンル:動画(20)，ゲーム(19)，アニメ(18)… 

キーワード:パズドラ(3)，年賀状(3)，モンモー牧場(2)

 

ジャンルの概念化 

重みは 20-(順位-1) キーワードの概念化 

重みは重複回数 
概念化結果 

属性を集計 

キーワードを集計 
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